


１．地域の概要 

あっけし 

厚岸町 

だいこく 

大黒島 

      べかんべうし 

厚岸湖・別寒辺牛湿原 



２．漁業の概要 
平成23年：58億7千万円

サンマ
37%

コンブ
18%

カキ・アサリ
13%

スルメイカ
8%

ツブ類 6%

サケ・マス
3%

その他 15%



３．研究グループの組織と運営 
役員会 総　会

えびかご漁業班
班長・役員

（５名）
班　員
（18名）



４．取組課題設定の動機 

厚岸湖 

厚岸湾 



４．取組課題設定の動機 

操業体制 （平成18年まで） 

篭目合い 14　節

篭　　　数 250　篭/人

操業期間
5/1 ～ 12/29

（ ８ヵ月 ）

漁獲ｻｲｽﾞ 体長 8cm以上

出荷規格
「大」　体長 11cm以上
「中」　　　 　10cm以上
「小」　　　  　 8cm以上
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４．取組課題設定の動機 

ホッカイエビ漁獲量 

資源の先細りを懸念 



４．取組課題設定の動機 

平成19年 １年間の休漁 

変革の機会 

資源増大への決意 



５．活動状況及び成果 
 （１）休漁中の取り組み（平成19年） 

①関係機関への相談  

決 意 方 法 
資源 
増大 

支援 〔水産指導所〕 



②目合い別入篭調査  

14節（2.3cm） 

12節（2.7cm） 

10節（3.3cm） 

５．活動状況及び成果 
 （１）休漁中の取り組み（平成19年） 
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５．活動状況及び成果 
 （１）休漁中の取り組み（平成19年） 

②目合い別入篭調査  



③勉強会  

５．活動状況及び成果 
 （１）休漁中の取り組み（平成19年） 



④操業体制の見直し  

操業体制の見直し 

水揚げの減少 

５．活動状況及び成果 
 （１）休漁中の取り組み（平成19年） 



５．活動状況及び成果 
 （１）休漁中の取り組み（平成19年） 

④操業体制の見直し  

篭目合い 14　節

篭　　　数 250　篭/人

操業期間
5/1 ～ 12/29

（ ８ヵ月 ）

漁獲ｻｲｽﾞ 体長 8cm以上

出荷規格
「大」　体長 11cm以上
「中」　　　 　10cm以上
「小」　　　  　 8cm以上

10 節

50 篭/人

6/20 ～ 8/20
（ ２ヵ月 ）

体長10cm以上

「大」　体長 11cm以上
「中」　　　 　10cm以上



まずまずの漁模様 

５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

①操業の再開  



自分たちの手で 
資源状況の把握を！  

成果の確認  

５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

②資源状況の把握に向けて  



厚岸湖 

厚岸湾 

５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

③資源調査  
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篭目合い：14節  

エビの入篭尾数（１篭あたり）  

５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

③資源調査  
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５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

③資源調査（体長組成）  

篭目合い：14節  



④操業日誌の記帳   
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５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 
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５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

④操業日誌の記帳   



0

5

10

15

20

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（トン）

0

1 ,000

2 ,000

3 ,000

4 ,000

（円/kg）

漁獲量

単価

取り組み後の漁獲量と平均単価  

５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

⑤漁業の位置づけ   



0

500

1 ,000

1 ,500

2 ,000

2 ,500

3 ,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（千円） 漁家１軒の平均水揚げ金額  

５．活動状況及び成果 
 （２）見直し後の取り組み（平成20年～） 

⑤漁業の位置づけ   



コ ン ブ 

その他 

⑤漁業の位置づけ   



６．波及効果 

選別作業 

操業の効率化 

経費削減 

①操業の効率化   



６．波及効果 

①操業の効率化   

年 間 経 費   

・エサ 
・燃油 
・篭更新 
  など 

30万～35万円 

３分の１ 

10万円 



設備された冷蔵庫  

セリの様子  

６．波及効果 

②出荷体制   



平成23年  新規格 「特大」 

平成24年  ブランド化 
        「大黒しまえび」 

６．波及効果 

③ブランド化   



７．今後の課題や計画と問題点 



７．今後の課題や計画と問題点 

釣り合う漁獲量 高位な資源 

班の資源管理体制 




